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－教員としての専門職基準と言語のための枠組みを中心に－ 
 

吉村雅仁*、アンディ・ハンコック** 
（*奈良教育大学 教職開発講座（教職大学院）、**エディンバラ大学 モレーハウス教育学部） 

 
Language Education and Expected Professional Qualities and Capabilities for Teachers in Scotland: 

Focusing on GTCS Professional Standards and National Framework of Languages 
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Abstract:  This paper describes the recent trends in language education in Scotland, which remain distinct from that 
of England but comparable to the European Union (EU). It also examines Scotland’s Professional Standards for 
teachers along with National Framework for Languages that specifically depicts the professional qualities and 
competencies for language teachers. Based on observations of Scottish policies and teacher education, we describe 
the importance of these developments that have both intra- and inter-national or European/global significance. It is 
proposed that any discussion on language education policy and teachers’ professional standards should include even 
in Japan both local and global linguistic and cultural diversity of the society as a valuable resource.   
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１．はじめに 

本稿では、同じ連合王国でありながら、首都ロンドンの

あるイングランドおよび他の国（地域）とは異なる学校教

育、教員養成・教育を推し進めようとするスコットランド

を取り上げ、特に、イングランドよりむしろ EU あるいは

欧州評議会の政策に近い言語教育に焦点をあて、その背景

や意義、また、そこで求められる教員の資質能力を考察す

る。その考察・検討の方法は、現地の教育に関する文献・

ウェブサイト調査、学校訪問による教員や保護者への聞き

取りなどとする。さらに副次的な目的として、スコットラ

ンドの事例から、日本の言語教育とそのための教員教育と

りわけ教員の資質能力基準の開発への示唆を得ることを

試みる。 
スコットランドは、イングランド、ウェールズ、北アイ

ルランドとともに、英国（The United Kingdom of Great 
Britain and Northern Ireland）を構成する一つの国（地

域）であるが、1998 年の議会および自治政府の成立（再

開）とともに、教育や福祉政策等の分権された分野におい

てイングランドおよび他の国（地域）とは異なる独自の施

策を打ち出している（財団法人自治体国際化教会ロンドン

事務所 2008）。その教育政策の立案・執行のあり方を見る

と、例えば、イングランドにおいては教育省（Department 

for Education）が公教育の内容や教員の資質能力基準等

の検討・改訂を担うが、スコットランドでは教育目標・内

容の検討・改訂・決定をスコットランド議会（Scottish 
Government）が、教員の登録や資質能力については主に

General Teaching Council for Scotland（スコットランド

総合教職評議会、以下 GTCS）が責任を負う。教育目標や

内容に関しては、イングランドにおける「ナショナルカリ

キュラム（National Curriculum: NC）」（Department for 
Education 2014)に該当するものとして、スコットランド

には「卓越へのカリキュラム（Curriculum for Excellence: 
CfE）」（2010 から実施）があり、基本的に公立学校におけ

る教育の内容や方向性を規定している。さらに、教員の資

質能力スタンダードについては、イングランドにおいては

「教員の基準（Teachers’ Standards）」(Department for 
Education 2011) の他、校長に至る管理職用の段階的な専

門職資格 1)（National Professional Qualification: NPQ）

（Department for Education 2017）があるが、スコット

ランドでは教員のキャリアステージごとに「正規登録のた

めの基準（The Standards for Registration、以下 SR）」

(GTCS 2012a)、「教職を通じた専門職の学びのための基準

（The Standard for Career-Long Professional Learning、
以下 SCLP）」(GTCS 2012b)、「リーダーシップおよび管

理運営のための基準（The Standards for Leadership and 
Management、以下 SLM）(GTCS 2012c)が示されており、
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教員の職能開発の連続性がより意識されているように思

われる。 
以下、スコットランドの CfE、言語教育政策、教員の資

質能力基準の順に、その特徴を見ていく。 

２．CfE と言語教育政策 

上で述べたように、スコットランドは、新たなカリキュ

ラムである CfE を持ち、2010 年から順次実施を進めてい

る。CfE は、3 歳から 18 歳に至るまでの一貫性、職業教

育など関連する政策領域を含めたカリキュラムの統合性、

職業資格などに結びつく教育成果の可視的な評価、授業構

成における学校と教員の裁量の大きさ、正規教員に加え幅

広い教育者および関係機関によるカリキュラム運営の促

進、あるいはアクティブ・ラーニングとの関係の深さなど

多くの特徴を持つ。この教育政策全体の目的は、「児童生

徒が、学習、生活、仕事のための技能を含め、21 世紀にお

ける生活に必要な能力と特質を身につけるのを支えるこ

と」とされている（Education Scotland 2018）。 

２．１．CfE の目標設定とカリキュラム構成 
CfE の詳細については、久保内（2007）、梨本（2011）、

森川（2013）にゆずるが、ここでは簡単に、具体的な教育

目標の設定と教科等の構成のみを紹介する。 
CfE の目標としては、まず、カリキュラムが最終的に育

成すべき 4 つの若者像「成功する学習者 (successful 
learners)」「自身に満ちた個人(confident individuals)」「責

任ある市民  (responsible citizens)」「効果的な貢献者 
(effective contributors)」が設定され、それぞれの像が持

つべき資質・能力が具体的に示されている（Scottish 
Executive 2004）。一つだけ例を示すと、「成功する学習者」

は、「学習への熱意と動機付け、高い達成基準に到達しよ

うとする決意、新たな考えや着想への開かれた態度」とい

う資質を備え、「識字・コミュニケーション・基礎的計算

能力を用い」「学習のためにテクノロジーを使い」「創造的

そして独自に思考し」「個人そして集団の一部として学び」

「理にかなった評価をし」「新たな状況における異なる種

類の学びを関連づけたり応用したり」する能力を持つ人と

なっている。他の 3 つの像に関しても、各像に求められる

資質能力が同じように示されている。 
次にカリキュラムの構成について、CfE では「表現技術」

「健康と保健」「言語」「数学」「宗教・道徳教育」「科学」

「社会科」「テクノロジー」の８つの「カリキュラム領域 
(areas)」がまず示される。これらは、時間割を構成する教

科名ではなく、学校側が地域と協働しながら、学習者の

ニーズに合った深く持続的な学びを促す創造的な方法で、

児童生徒の体験や学習成果をどのように組織・計画してい

くかに関して自由に考える枠組みを与えるものである。そ

して、各教科は、特に中等教育では、カリキュラムの中核

をなし、専門性を深め、学習を構造化し、学習成果を伝え

るものとなっていく（Scottish Government 2008、p.20）。 

２．２．言語教育政策 
スコットランド政府は、CfE の枠組みにおいて、EU の

言語政策モデルと同様の 1+2 アプローチの言語教育を進

めることを決定している。上記カリキュラム領域の「言語」

の部分である。 
1+2 アプローチとは、学習者の母語である言語１（以下

L1）に加えて二つ、言語 2（以下 L2）、言語 3（以下 L3）
を必修としてカリキュラムに導入するというものである。

仮に外国語教育という枠組みで考えると、L2 が第 1 外国

語、L3 が第 2 外国語ということになるが、後に見るよう

に、スコットランドゲール語やスコットランド語は「外国

語」ではないが当然 L2 や L3 になり得る。 
この言語教育政策は、2011 年のスコットランド議会言

語作業部会の設置、翌 2012 年の部会勧告『スコットラン

ドにおける言語学習： 1+2 アプローチ』（Scottish 
Government (2012)の報告を経て、2020 年までに P1（4-
5 歳）から L2、P5（8-9 歳）から L3 の学習が全公立小学

校で実施されることとなった 2)。図１はスコットランドの

カリキュラムレベルと学年を示したものであるが、P1 は

カリキュラムの早期レベル(Early Level)に含まれ、日本で

いう小学校１学年、P5 は第二レベル(Second Level)の始

めの学年となり小学校５学年に該当し、その前者 P1 から

学習者の第一言語に加えて二つ目の言語、後者 P5 から三

つ目の言語が導入されるということである。 

 
図 1 スコットランドのカリキュラムレベル 
 
同じ英国内の例えばイングランドも公立（公設）初等教

育の Key Stage 2（7-10 歳）において 2014 年より外国語

が必修となっているが、Key Stage 1（5-7 歳）では導入さ

れない。またイングランドでは必修外国語数も一つのみで

ある。 
松本スタート（2018）は、スコットランドでなぜ 1+2 ア

プローチのような「強気の言語政策」が実施されたかにつ

いて二つの理由を挙げている。一つは経済的なものであり、

「世界経済の急速なグローバル化で仕事や生活の場で交

流する相手が多様化し」、「こういった国際社会の変化に対

応できる知識・スキル・価値観・態度を備える人材」の育

成が CfE の目標になっており、そこで外国語教育が大き

な意味を持つのだという。もう一つの理由として、「スコッ

 

 

トランドの言語風景」が挙げられている。英語とともに公

用語の一つであるスコットランド・ゲール語（以下ゲール

語）およびスコットランドの約 30％が話しているスコッ

トランド語（Scots）（Hancock 2014）は国内的にまた国際

的にも認知された言語であり、スコットランドにおける多

言語社会の一部を構成しているのである。 
ちなみに Scotland’s Census3)によると、スコットランド

全体では英語 93％、ゲール語 0.5％、スコットランド語

1.1％、英国手話（BSL）0.2％、ポーランド語 1.1％、その

他 4.5％となっているが、地域によって、例えばエリン・

シア（Eilean Siar）ではゲール語が 40.4％を、シェトラ

ンド島ではスコットランド語が 15.7％を占めるなど、差

違が見られる。また、スコットランド政府の 2017 年の統

計 4)では、児童生徒の主な家庭言語として英語が 91.8％と

最も多いものの、家庭で使用される言語種の数は 158 に

も上り、英語以外の言語としては割合の多い順にポーラン

ド語（2.27％）、ウルドゥー語(0.88％)、スコットランド語

(0.87％)、パンジャビ語(0.57％)、アラビア語（0.54％）、

中国（マンダリン）語（0.26％）、ルーマニア語（0.23％）

など、継承言語のスコットランド語に加えて多様な移民の

言語が存在することがわかる。 
こうした国内外の背景から生まれたとされる 1+2 アプ

ローチの言語教育は、その完全実施に向け、Education 
Scotland や Scotland’s National Center for Languages 
(SCILT)などの政府関連機関の支援を受けながら現在進

行中である。進捗状況については、政府の進展調査

（Scottish Government 2016）によると、対象となった 31
の地方自治体全てにおいて P1 から P7 に亘る L2 の実施

が 2020 年に向けて順調に進んでいるとの回答であった。

一方、P5 から P7 に亘る L3 の実施については回答にばら

つきが見られるが、ほとんどの自治体は（予算措置が継続

すれば）2020 年までの完全実施には間に合わせることに

自信を示したとのことである。なお、回答の中で見られた

言語名としては、L2 に関してはフランス語（24）、スペイ

ン語（14）、ゲール語（6）、ドイツ語（5）、中国語（2）、
イタリア語（1）、ウルドゥー語（1）、英語（1）、L3 につ

いてはスペイン語（19）、ドイツ語（16）、フランス語（14）、
中国語（13）、ゲール語（12）、英国手話（8）、イタリア語

（6）、スコットランド語（Scots）（4）、ラテン語（2）、ポー

ランド語（1）、ロシア語（1）、ウルドゥー語（1）、アラビ

ア語（1）、マカトン 5）などが挙げられている 6）。 
これらの言語選択から推察されることは、フランス語、

スペイン語、ドイツ語、イタリア語、中国語などが経済的、

対外的な観点から、スコットランドゲール語、スコットラ

ンド語、ウルドゥー語、ポーランド語、アラビア語、英国

手話、マカトンなどは、上述のスコットランド域内の言語

風景の観点から選ばれているということであろう。ただし、

後者の言語群は、ただ単に学校教育現場や地域共同体に存

在する少数派言語の割合を反映させたものというより、英

国手話やマカトンを含めたいわゆる少数派言語話者も排

除せず教育に参加させるという広い意味でのインクルー

ジョンの立場から選択されたと見ることが可能である。 
少数派言語に関わって、特色のある言語教育を実践して

いる小学校を一つ紹介しておこう。スコットランドの首都

エジンバラ北部のリース地域に位置する Bun-sgoil Taobh 
na Pàirce (英語名：Parkside Primary School)である。こ

の小学校は、英語と並んでスコットランドの公用語である

ゲール語を教育言語としている。ゲール語媒体学校

（Gaelic Medium School）としては、エジンバラでは最初

の（2013 年設立）そして唯一の公立小学校である。この

学校では、学年もカリキュラムも基本的に上記 CfEに沿っ

て組み立てられているが、授業は、幼稚園（Pre-school）
から P3 までトータルイマージョン、P4 から P7 まではイ

マージョンで行われる 7)。P3 の 3 学期に L2 である英語

のフォニックス(Phonics)、P4から英語の読み書きそして、

P5 からは L3 としてフランス語またはスペイン語が導入

される。 
ゲール語話者が必ずしも多くないエジンバラにおける

ゲール語媒体学校の意義は一義的にはスコットランド固

有の言語・文化の継承であるが、その他にもいくつか挙げ

られる。大半の学習者にとっての第二言語で学習すること

が児童たちに与える有用性として学校側は、より大きな文

化的・言語的気付き、言語一般に関するより高度に発達し

た適性、第三言語習得のための準備、多言語使用に対する

誇り・自信・肯定的態度、寛容性・楽しみ・協働・共有な

どの個人的発達の機会などを挙げている 8)。つまり、単に

ゲール語と英語だけでなく複数の言語学習や使用への準

備として、あるいは多言語使用への肯定的態度や寛容性を

高めることで多様性への対応能力向上にこの言語教育が

寄与するということであろう。実際、著者がこの学校を訪

問した際に話をした保護者（スコットランド人と日本人と

の夫婦）の一人は、学校を選んだ理由として、スコットラ

ンド人としてのアイデンティティ、学力特に言語習得のた

めの認知能力の向上、少数派言語話者に対するいじめの少

なさを挙げた。他の英語媒体学校では、異なる言語・文化

背景を持つ児童がいじめを受けることがしばしばあるが、

この学校ではそれがほとんどないとのことであった。 
以上が 1＋2 アプローチの言語教育の実態であるが、当

然ながら課題もいくつか指摘されている。まず初等教育か

ら中等教育への連続性である。上記進展調査によると、現

段階の見通しは様々であるが、ほとんどの自治体では L2
を S3 まで続けるとしている。L3 についてはさらに回答

が多様であり、予算措置、カリキュラム上の位置づけに関

する支援を必要とする自治体や学校や、L2 の時間枠を「借

りて」L3 を実施しているため、国家資格の準備となる L2
の充分な運用能力に結びつく深い言語体験に関して妥協

している学校もある。また、連続性以前の課題として、中

等教育に限らず、小学校においても高度な運用能力に結び

つくような実践が充分行われていないとも言われている。

その原因は担当できる教員の不足である。つまり、小学校、
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教員の職能開発の連続性がより意識されているように思

われる。 
以下、スコットランドの CfE、言語教育政策、教員の資

質能力基準の順に、その特徴を見ていく。 

２．CfE と言語教育政策 

上で述べたように、スコットランドは、新たなカリキュ

ラムである CfE を持ち、2010 年から順次実施を進めてい

る。CfE は、3 歳から 18 歳に至るまでの一貫性、職業教

育など関連する政策領域を含めたカリキュラムの統合性、

職業資格などに結びつく教育成果の可視的な評価、授業構

成における学校と教員の裁量の大きさ、正規教員に加え幅

広い教育者および関係機関によるカリキュラム運営の促

進、あるいはアクティブ・ラーニングとの関係の深さなど

多くの特徴を持つ。この教育政策全体の目的は、「児童生

徒が、学習、生活、仕事のための技能を含め、21 世紀にお

ける生活に必要な能力と特質を身につけるのを支えるこ

と」とされている（Education Scotland 2018）。 

２．１．CfE の目標設定とカリキュラム構成 
CfE の詳細については、久保内（2007）、梨本（2011）、

森川（2013）にゆずるが、ここでは簡単に、具体的な教育

目標の設定と教科等の構成のみを紹介する。 
CfE の目標としては、まず、カリキュラムが最終的に育

成すべき 4 つの若者像「成功する学習者 (successful 
learners)」「自身に満ちた個人(confident individuals)」「責

任ある市民  (responsible citizens)」「効果的な貢献者 
(effective contributors)」が設定され、それぞれの像が持

つべき資質・能力が具体的に示されている（Scottish 
Executive 2004）。一つだけ例を示すと、「成功する学習者」

は、「学習への熱意と動機付け、高い達成基準に到達しよ

うとする決意、新たな考えや着想への開かれた態度」とい

う資質を備え、「識字・コミュニケーション・基礎的計算

能力を用い」「学習のためにテクノロジーを使い」「創造的

そして独自に思考し」「個人そして集団の一部として学び」

「理にかなった評価をし」「新たな状況における異なる種

類の学びを関連づけたり応用したり」する能力を持つ人と

なっている。他の 3 つの像に関しても、各像に求められる

資質能力が同じように示されている。 
次にカリキュラムの構成について、CfE では「表現技術」

「健康と保健」「言語」「数学」「宗教・道徳教育」「科学」

「社会科」「テクノロジー」の８つの「カリキュラム領域 
(areas)」がまず示される。これらは、時間割を構成する教

科名ではなく、学校側が地域と協働しながら、学習者の

ニーズに合った深く持続的な学びを促す創造的な方法で、

児童生徒の体験や学習成果をどのように組織・計画してい

くかに関して自由に考える枠組みを与えるものである。そ

して、各教科は、特に中等教育では、カリキュラムの中核

をなし、専門性を深め、学習を構造化し、学習成果を伝え

るものとなっていく（Scottish Government 2008、p.20）。 

２．２．言語教育政策 
スコットランド政府は、CfE の枠組みにおいて、EU の

言語政策モデルと同様の 1+2 アプローチの言語教育を進

めることを決定している。上記カリキュラム領域の「言語」

の部分である。 
1+2 アプローチとは、学習者の母語である言語１（以下

L1）に加えて二つ、言語 2（以下 L2）、言語 3（以下 L3）
を必修としてカリキュラムに導入するというものである。

仮に外国語教育という枠組みで考えると、L2 が第 1 外国

語、L3 が第 2 外国語ということになるが、後に見るよう

に、スコットランドゲール語やスコットランド語は「外国

語」ではないが当然 L2 や L3 になり得る。 
この言語教育政策は、2011 年のスコットランド議会言

語作業部会の設置、翌 2012 年の部会勧告『スコットラン

ドにおける言語学習： 1+2 アプローチ』（Scottish 
Government (2012)の報告を経て、2020 年までに P1（4-
5 歳）から L2、P5（8-9 歳）から L3 の学習が全公立小学

校で実施されることとなった 2)。図１はスコットランドの

カリキュラムレベルと学年を示したものであるが、P1 は

カリキュラムの早期レベル(Early Level)に含まれ、日本で

いう小学校１学年、P5 は第二レベル(Second Level)の始

めの学年となり小学校５学年に該当し、その前者 P1 から

学習者の第一言語に加えて二つ目の言語、後者 P5 から三

つ目の言語が導入されるということである。 

 
図 1 スコットランドのカリキュラムレベル 
 
同じ英国内の例えばイングランドも公立（公設）初等教

育の Key Stage 2（7-10 歳）において 2014 年より外国語

が必修となっているが、Key Stage 1（5-7 歳）では導入さ

れない。またイングランドでは必修外国語数も一つのみで

ある。 
松本スタート（2018）は、スコットランドでなぜ 1+2 ア

プローチのような「強気の言語政策」が実施されたかにつ

いて二つの理由を挙げている。一つは経済的なものであり、

「世界経済の急速なグローバル化で仕事や生活の場で交

流する相手が多様化し」、「こういった国際社会の変化に対

応できる知識・スキル・価値観・態度を備える人材」の育

成が CfE の目標になっており、そこで外国語教育が大き

な意味を持つのだという。もう一つの理由として、「スコッ

 

 

トランドの言語風景」が挙げられている。英語とともに公

用語の一つであるスコットランド・ゲール語（以下ゲール

語）およびスコットランドの約 30％が話しているスコッ

トランド語（Scots）（Hancock 2014）は国内的にまた国際

的にも認知された言語であり、スコットランドにおける多

言語社会の一部を構成しているのである。 
ちなみに Scotland’s Census3)によると、スコットランド

全体では英語 93％、ゲール語 0.5％、スコットランド語

1.1％、英国手話（BSL）0.2％、ポーランド語 1.1％、その

他 4.5％となっているが、地域によって、例えばエリン・

シア（Eilean Siar）ではゲール語が 40.4％を、シェトラ

ンド島ではスコットランド語が 15.7％を占めるなど、差

違が見られる。また、スコットランド政府の 2017 年の統

計 4)では、児童生徒の主な家庭言語として英語が 91.8％と

最も多いものの、家庭で使用される言語種の数は 158 に

も上り、英語以外の言語としては割合の多い順にポーラン

ド語（2.27％）、ウルドゥー語(0.88％)、スコットランド語

(0.87％)、パンジャビ語(0.57％)、アラビア語（0.54％）、

中国（マンダリン）語（0.26％）、ルーマニア語（0.23％）

など、継承言語のスコットランド語に加えて多様な移民の

言語が存在することがわかる。 
こうした国内外の背景から生まれたとされる 1+2 アプ

ローチの言語教育は、その完全実施に向け、Education 
Scotland や Scotland’s National Center for Languages 
(SCILT)などの政府関連機関の支援を受けながら現在進

行中である。進捗状況については、政府の進展調査

（Scottish Government 2016）によると、対象となった 31
の地方自治体全てにおいて P1 から P7 に亘る L2 の実施

が 2020 年に向けて順調に進んでいるとの回答であった。

一方、P5 から P7 に亘る L3 の実施については回答にばら

つきが見られるが、ほとんどの自治体は（予算措置が継続

すれば）2020 年までの完全実施には間に合わせることに

自信を示したとのことである。なお、回答の中で見られた

言語名としては、L2 に関してはフランス語（24）、スペイ

ン語（14）、ゲール語（6）、ドイツ語（5）、中国語（2）、
イタリア語（1）、ウルドゥー語（1）、英語（1）、L3 につ

いてはスペイン語（19）、ドイツ語（16）、フランス語（14）、
中国語（13）、ゲール語（12）、英国手話（8）、イタリア語

（6）、スコットランド語（Scots）（4）、ラテン語（2）、ポー

ランド語（1）、ロシア語（1）、ウルドゥー語（1）、アラビ

ア語（1）、マカトン 5）などが挙げられている 6）。 
これらの言語選択から推察されることは、フランス語、

スペイン語、ドイツ語、イタリア語、中国語などが経済的、

対外的な観点から、スコットランドゲール語、スコットラ

ンド語、ウルドゥー語、ポーランド語、アラビア語、英国

手話、マカトンなどは、上述のスコットランド域内の言語

風景の観点から選ばれているということであろう。ただし、

後者の言語群は、ただ単に学校教育現場や地域共同体に存

在する少数派言語の割合を反映させたものというより、英

国手話やマカトンを含めたいわゆる少数派言語話者も排

除せず教育に参加させるという広い意味でのインクルー

ジョンの立場から選択されたと見ることが可能である。 
少数派言語に関わって、特色のある言語教育を実践して

いる小学校を一つ紹介しておこう。スコットランドの首都

エジンバラ北部のリース地域に位置する Bun-sgoil Taobh 
na Pàirce (英語名：Parkside Primary School)である。こ

の小学校は、英語と並んでスコットランドの公用語である

ゲール語を教育言語としている。ゲール語媒体学校

（Gaelic Medium School）としては、エジンバラでは最初

の（2013 年設立）そして唯一の公立小学校である。この

学校では、学年もカリキュラムも基本的に上記 CfEに沿っ

て組み立てられているが、授業は、幼稚園（Pre-school）
から P3 までトータルイマージョン、P4 から P7 まではイ

マージョンで行われる 7)。P3 の 3 学期に L2 である英語

のフォニックス(Phonics)、P4から英語の読み書きそして、

P5 からは L3 としてフランス語またはスペイン語が導入

される。 
ゲール語話者が必ずしも多くないエジンバラにおける

ゲール語媒体学校の意義は一義的にはスコットランド固

有の言語・文化の継承であるが、その他にもいくつか挙げ

られる。大半の学習者にとっての第二言語で学習すること

が児童たちに与える有用性として学校側は、より大きな文

化的・言語的気付き、言語一般に関するより高度に発達し

た適性、第三言語習得のための準備、多言語使用に対する

誇り・自信・肯定的態度、寛容性・楽しみ・協働・共有な

どの個人的発達の機会などを挙げている 8)。つまり、単に

ゲール語と英語だけでなく複数の言語学習や使用への準

備として、あるいは多言語使用への肯定的態度や寛容性を

高めることで多様性への対応能力向上にこの言語教育が

寄与するということであろう。実際、著者がこの学校を訪

問した際に話をした保護者（スコットランド人と日本人と

の夫婦）の一人は、学校を選んだ理由として、スコットラ

ンド人としてのアイデンティティ、学力特に言語習得のた

めの認知能力の向上、少数派言語話者に対するいじめの少

なさを挙げた。他の英語媒体学校では、異なる言語・文化

背景を持つ児童がいじめを受けることがしばしばあるが、

この学校ではそれがほとんどないとのことであった。 
以上が 1＋2 アプローチの言語教育の実態であるが、当

然ながら課題もいくつか指摘されている。まず初等教育か

ら中等教育への連続性である。上記進展調査によると、現

段階の見通しは様々であるが、ほとんどの自治体では L2
を S3 まで続けるとしている。L3 についてはさらに回答

が多様であり、予算措置、カリキュラム上の位置づけに関

する支援を必要とする自治体や学校や、L2 の時間枠を「借

りて」L3 を実施しているため、国家資格の準備となる L2
の充分な運用能力に結びつく深い言語体験に関して妥協

している学校もある。また、連続性以前の課題として、中

等教育に限らず、小学校においても高度な運用能力に結び

つくような実践が充分行われていないとも言われている。

その原因は担当できる教員の不足である。つまり、小学校、

スコットランドにおける言語教育と教員に求められる資質能力
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中学校レベルを問わず最も大きな課題は、教員の力量向上

あるいは確保ということになる。 
では、この新たなカリキュラム、特に EU に倣った言語

教育に対応できる教員は、どのような資質能力を備えるべ

きなのであろうか。以下、スコットランドで期待される教

員の力量に関わって、まずは近年発表されている教員のス

タンダードを中心に見ていく。 

３．スコットランド総合教職評議会専門職スタンダード

（GTCS Professional Standards） 

スコットランドにおける教員の登録、資質能力向上・維

持などは、GTCSが主に責任を負う。GTCSは、藤田（2016）
によると、「世界で初めて設立された教師の専門職団体で

あり、イングランド評議会の設立に影響を与えた他、世界

の相当数の国がこれを参考にし、またはモデルとして同種

の団体を設立し、あるいは設立を検討した」（p.98）とい

う。この団体は、日本における教職員組合とは目的や性質

が異なり、むしろ医師会や弁護士会に相当するようである。 
GTCS は、上で触れたとおり、教員の資質能力基準

（Professional Standards）をキャリアステージごとに分

け、SR、SCLP、 SLM として公開している。これら 3 段

階のキャリアステージは、図 2 のように、SR が「仮登録

の た め の 基 準 （ The Standard for Provisional 
Registration=SPR）」と「正規登録のための基準（The 
Standard for Full Registration=SFR）」、SLM が「中堅

リーダーシップのための基準（The Standard for Middle 
Leadership=SML）」と「管理職のための基準（The 
Standard for Headship=SH）」とそれぞれ 2 段階ずつに

さらに分かれている。 
上のキャリアステージの内、基本的に養成・試補（初任）

の段階の基準である SR (SPR+SFR)は、図３のように、

「専門職としての価値観と個人としての取り組み

（Professional Values and Personal Commitment）」「専

門職としての知識理解（Professional Knowledge and 
Understanding ）」「 専 門 職 と し て の 技 能 と 能 力

（Professional Skills and Abilities）」の 3 つの枠組みで

構成されている。 
なお、次のキャリアステージの SCLP は、図３の外側に

「専門職としての行動（Professional Actions）の円が加わ

り、その上の SLM（SML＋SL）ではさらに「戦略的見通

し（Strategic Vision）」の円が増える構造となっている。 
これらの重層的な専門職基準の中でも、最も重要だと考

えられるのが、SR における基準であろう。なぜなら、ス

コットランドの教員として要求される最も基礎的な資質

能力を示すものであり、教員養成・採用のよりどころとな

るからである。以下、SR に関わって、図 3 で示される三

つの枠組みの基準の詳細を紹介する。 

 
図 2 GTCS 専門職スタンダードのキャリアステージ 

 

 
図 3 SR における基準の枠組み 

３．１．専門職としての価値観と個人としての取り組み 
図 3 で分かるとおり、SR の中核となるのは、「専門職と

しての価値観と個人としての取り組み」である。これは、

教員としての資質ないしは態度に相当するものであり、養

成期間（SPR）、試補期間（SFR）そしてその後のキャリ

アステージを通じて次の共通基準が示されている（下線は

筆者）。 
(1) 社会的正義 
・持続可能性、平等そして正義という教育的・社会的価値

を地域的、地球的に受け入れ、現世代と同様将来の権利

と責任を認識している。 
・年齢、障害、性および性自認、人種、民族、宗教、信念、

性的指向に関わって、公平、透明、包括的そして持続可

能な方針や実践を通して、民主主義と社会正義の原理に

取り組む。 
・社会的、文化的そして生態的な多様性を尊重すると共に

価値を置き、すべての学習者のための地域的・地球的な

市民性の原理と実践を促進する。 
・学習者を現実世界の諸問題に引きつけ、学習体験と成果

を高め、より良い未来へ向かう自分たちの方法の学びを

促進する取り組みを示す。 
・こどもの権利条約（UNCRC）に示されているような全

 

 

ての学習者の権利および自らの学習体験に関する決定

に加わり自身の福利のあらゆる側面が造成され支援さ

れるこどもたちの権利を尊重する。 
(2) 誠実さ 
・開かれた心、正直さ、勇気そして賢明さを示している。 
・個人としてそして専門家としての態度や信念を批判的

に検討し、暗黙の前提や専門的な実践に対して疑問を投

げかける。 
・個人としての態度・信念と専門家としての態度・信念、

そして価値観と実践との関係性を批判的に検討し、改善

をもたらし、適切な場合には実践を一変させる。 
(3) 信頼と尊重 
・信頼と尊重の文化を発展させるよう振る舞い、行動する。

例えば、学校内の他者や学習共同体内外において学習者

の生活に影響を与えうる全ての人たちを信頼し尊重す

ることなどである。 
・思いやりの精神と福利の理解に基づき、すべての学習者

にとって安全で落ち着いた環境を確実に提供する。 
・学習者の社会的・経済的文脈、個性や特定の学習ニーズ

を正当に認識し、学習の障害を考慮に入れながら、彼ら

を動機付け、鼓舞する取り組みを示す。 
(4) 専門職としての取り組み 
・専門職としての実践のあらゆる側面に従事し、熱意、適

応力そして建設的な批判力を持って自分の属する教育

共同体の全ての人たちと仲良く働く。 
・専門性や協働的実践の核となる側面として、生涯に亘る

探究、学習、職能開発、リーダーシップに取り組む。 
 先に述べたように、イングランドにおいても採用時や試

補期間そして生涯に亘る教員の基準が示されているが、ス

コットランドの基準の中で下線の部分はイングランドの

それとは異なりを見せている。特に「地域的、地球的に

（locally and globally）」「地域的、地球的市民性（local and 
global citizenship）」「こどもの権利条約（UNCRC）」など、

地域的な視点と国際的ないしはグローバルな視点の両方

を同様に重視していることが明らかである。このような視

点はイングランドの教員の基準には現れず、唯一「基本的

な 英 国 の 価 値 （ Fundamental British Values ）」

（Department for Education 2011, p.14） が示されるの

みである。また、「年齢、障害、性および性自認、人種、民

族、宗教、信念、性的思考」「社会的、文化的そして生態的

な多様性を尊重」「すべての学習者」「学習者の社会的・経

済的文脈」など、学習者の非常に具体的な多様性に言及し、

「公平、透明、包括的そして持続可能な方針や実践」を求

めている点もイングランドとはやや異なる点である。 

３．２．専門職としての知識理解 
核となる「専門職としての価値観と個人としての取り組

み」の外側に位置づけられるのが、「専門職としての知識

理解」であり、「カリキュラム」「教育制度と専門職として

の責任」「教育学の理論と実践」の三つに分けられている。

それぞれの基準は次の通りである。 
(1) カリキュラム 
・カリキュラムの特性と開発に関する知識理解がある 
・修学前、初等、中等カリキュラムに適切な領域に関する

知識理解がある 
・一貫性を持ち漸進的な教育プログラムの計画に関する

知識理解がある 
・読み書き能力、基礎的計算能力、健康と福利そして学際

的な学習における責任を果たす学習文脈に関する知識

理解がある 
・評価、記録、報告の原理に関する知識理解がある 
(2) 教育制度と専門職としての責任 
・教育制度、教育政策および実践の主要な特徴に関する知

識理解がある 
・自分自身が教育を行い専門職としての責任を負う学校

や学習共同体に関する知識理解がある 
(3) 教育学の理論と実践 
・専門的実践に影響を与える適切な教育原理や教育法理

論に関する知識理解がある 
・研究と専門的探究への従事の重要性に関する知識理解

がある 
 ここに見られる特徴としては、下線部に見られるように、

CfE とのつながりを挙げることができよう。すなわち、「就

学前、初等、中等」レベルの「一貫性」と「漸進性」など、

CfE という「教育政策および実践の主要な特徴」を知り、

理解することが求められているということである。 

３．３．専門職としての技能と能力 
さらに外側に位置づけられた「専門職的技能と能力」は、

以下の 4 つの枠組みで構成され、それぞれの基準は次の通

りである。 
(1) 教授と学習 
・学習者のニーズや能力に合わせ、一貫性、漸進性があり

刺激的な指導プログラムを計画する 
・学習者個人そして集団との効果的なコミュニケーショ

ンおよび生産的なやり取りを行う 
・学習者のニーズと能力に合う多種多様な指導戦略と資

源を用いる 
・全ての学習者に高い期待を持つ 
・学習と福利を促進するために、協働しながら効果的に仕

事を進める 
(2) 学級の構成と運営 
・安全で、思いやりとしっかりとした目的のある学習環境

を創造する 
・肯定的な関係性と行動戦略を発達させる 
(3) 学習者評価 
・学習を支え促進する指導過程の不可欠な一部としての

評価、記録、報告を行う 
(4) 専門職としての振り返りとコミュニケーション 
・専門的な文献、教育に関わる研究や政策を読み、批判的
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中学校レベルを問わず最も大きな課題は、教員の力量向上

あるいは確保ということになる。 
では、この新たなカリキュラム、特に EU に倣った言語

教育に対応できる教員は、どのような資質能力を備えるべ

きなのであろうか。以下、スコットランドで期待される教

員の力量に関わって、まずは近年発表されている教員のス

タンダードを中心に見ていく。 

３．スコットランド総合教職評議会専門職スタンダード

（GTCS Professional Standards） 

スコットランドにおける教員の登録、資質能力向上・維

持などは、GTCSが主に責任を負う。GTCSは、藤田（2016）
によると、「世界で初めて設立された教師の専門職団体で

あり、イングランド評議会の設立に影響を与えた他、世界

の相当数の国がこれを参考にし、またはモデルとして同種

の団体を設立し、あるいは設立を検討した」（p.98）とい

う。この団体は、日本における教職員組合とは目的や性質

が異なり、むしろ医師会や弁護士会に相当するようである。 
GTCS は、上で触れたとおり、教員の資質能力基準

（Professional Standards）をキャリアステージごとに分

け、SR、SCLP、 SLM として公開している。これら 3 段

階のキャリアステージは、図 2 のように、SR が「仮登録

の た め の 基 準 （ The Standard for Provisional 
Registration=SPR）」と「正規登録のための基準（The 
Standard for Full Registration=SFR）」、SLM が「中堅

リーダーシップのための基準（The Standard for Middle 
Leadership=SML）」と「管理職のための基準（The 
Standard for Headship=SH）」とそれぞれ 2 段階ずつに

さらに分かれている。 
上のキャリアステージの内、基本的に養成・試補（初任）

の段階の基準である SR (SPR+SFR)は、図３のように、

「専門職としての価値観と個人としての取り組み

（Professional Values and Personal Commitment）」「専

門職としての知識理解（Professional Knowledge and 
Understanding ）」「 専 門 職 と し て の 技 能 と 能 力

（Professional Skills and Abilities）」の 3 つの枠組みで

構成されている。 
なお、次のキャリアステージの SCLP は、図３の外側に

「専門職としての行動（Professional Actions）の円が加わ

り、その上の SLM（SML＋SL）ではさらに「戦略的見通

し（Strategic Vision）」の円が増える構造となっている。 
これらの重層的な専門職基準の中でも、最も重要だと考

えられるのが、SR における基準であろう。なぜなら、ス

コットランドの教員として要求される最も基礎的な資質

能力を示すものであり、教員養成・採用のよりどころとな

るからである。以下、SR に関わって、図 3 で示される三

つの枠組みの基準の詳細を紹介する。 

 
図 2 GTCS 専門職スタンダードのキャリアステージ 

 

 
図 3 SR における基準の枠組み 

３．１．専門職としての価値観と個人としての取り組み 
図 3 で分かるとおり、SR の中核となるのは、「専門職と

しての価値観と個人としての取り組み」である。これは、

教員としての資質ないしは態度に相当するものであり、養

成期間（SPR）、試補期間（SFR）そしてその後のキャリ

アステージを通じて次の共通基準が示されている（下線は

筆者）。 
(1) 社会的正義 
・持続可能性、平等そして正義という教育的・社会的価値

を地域的、地球的に受け入れ、現世代と同様将来の権利

と責任を認識している。 
・年齢、障害、性および性自認、人種、民族、宗教、信念、

性的指向に関わって、公平、透明、包括的そして持続可

能な方針や実践を通して、民主主義と社会正義の原理に

取り組む。 
・社会的、文化的そして生態的な多様性を尊重すると共に

価値を置き、すべての学習者のための地域的・地球的な

市民性の原理と実践を促進する。 
・学習者を現実世界の諸問題に引きつけ、学習体験と成果

を高め、より良い未来へ向かう自分たちの方法の学びを

促進する取り組みを示す。 
・こどもの権利条約（UNCRC）に示されているような全

 

 

ての学習者の権利および自らの学習体験に関する決定

に加わり自身の福利のあらゆる側面が造成され支援さ

れるこどもたちの権利を尊重する。 
(2) 誠実さ 
・開かれた心、正直さ、勇気そして賢明さを示している。 
・個人としてそして専門家としての態度や信念を批判的

に検討し、暗黙の前提や専門的な実践に対して疑問を投

げかける。 
・個人としての態度・信念と専門家としての態度・信念、

そして価値観と実践との関係性を批判的に検討し、改善

をもたらし、適切な場合には実践を一変させる。 
(3) 信頼と尊重 
・信頼と尊重の文化を発展させるよう振る舞い、行動する。

例えば、学校内の他者や学習共同体内外において学習者

の生活に影響を与えうる全ての人たちを信頼し尊重す

ることなどである。 
・思いやりの精神と福利の理解に基づき、すべての学習者

にとって安全で落ち着いた環境を確実に提供する。 
・学習者の社会的・経済的文脈、個性や特定の学習ニーズ

を正当に認識し、学習の障害を考慮に入れながら、彼ら

を動機付け、鼓舞する取り組みを示す。 
(4) 専門職としての取り組み 
・専門職としての実践のあらゆる側面に従事し、熱意、適

応力そして建設的な批判力を持って自分の属する教育

共同体の全ての人たちと仲良く働く。 
・専門性や協働的実践の核となる側面として、生涯に亘る

探究、学習、職能開発、リーダーシップに取り組む。 
 先に述べたように、イングランドにおいても採用時や試

補期間そして生涯に亘る教員の基準が示されているが、ス

コットランドの基準の中で下線の部分はイングランドの

それとは異なりを見せている。特に「地域的、地球的に

（locally and globally）」「地域的、地球的市民性（local and 
global citizenship）」「こどもの権利条約（UNCRC）」など、

地域的な視点と国際的ないしはグローバルな視点の両方

を同様に重視していることが明らかである。このような視

点はイングランドの教員の基準には現れず、唯一「基本的

な 英 国 の 価 値 （ Fundamental British Values ）」

（Department for Education 2011, p.14） が示されるの

みである。また、「年齢、障害、性および性自認、人種、民

族、宗教、信念、性的思考」「社会的、文化的そして生態的

な多様性を尊重」「すべての学習者」「学習者の社会的・経

済的文脈」など、学習者の非常に具体的な多様性に言及し、

「公平、透明、包括的そして持続可能な方針や実践」を求

めている点もイングランドとはやや異なる点である。 

３．２．専門職としての知識理解 
核となる「専門職としての価値観と個人としての取り組

み」の外側に位置づけられるのが、「専門職としての知識

理解」であり、「カリキュラム」「教育制度と専門職として

の責任」「教育学の理論と実践」の三つに分けられている。

それぞれの基準は次の通りである。 
(1) カリキュラム 
・カリキュラムの特性と開発に関する知識理解がある 
・修学前、初等、中等カリキュラムに適切な領域に関する

知識理解がある 
・一貫性を持ち漸進的な教育プログラムの計画に関する

知識理解がある 
・読み書き能力、基礎的計算能力、健康と福利そして学際

的な学習における責任を果たす学習文脈に関する知識

理解がある 
・評価、記録、報告の原理に関する知識理解がある 
(2) 教育制度と専門職としての責任 
・教育制度、教育政策および実践の主要な特徴に関する知

識理解がある 
・自分自身が教育を行い専門職としての責任を負う学校

や学習共同体に関する知識理解がある 
(3) 教育学の理論と実践 
・専門的実践に影響を与える適切な教育原理や教育法理

論に関する知識理解がある 
・研究と専門的探究への従事の重要性に関する知識理解

がある 
 ここに見られる特徴としては、下線部に見られるように、

CfE とのつながりを挙げることができよう。すなわち、「就

学前、初等、中等」レベルの「一貫性」と「漸進性」など、

CfE という「教育政策および実践の主要な特徴」を知り、

理解することが求められているということである。 

３．３．専門職としての技能と能力 
さらに外側に位置づけられた「専門職的技能と能力」は、

以下の 4 つの枠組みで構成され、それぞれの基準は次の通

りである。 
(1) 教授と学習 
・学習者のニーズや能力に合わせ、一貫性、漸進性があり

刺激的な指導プログラムを計画する 
・学習者個人そして集団との効果的なコミュニケーショ

ンおよび生産的なやり取りを行う 
・学習者のニーズと能力に合う多種多様な指導戦略と資

源を用いる 
・全ての学習者に高い期待を持つ 
・学習と福利を促進するために、協働しながら効果的に仕

事を進める 
(2) 学級の構成と運営 
・安全で、思いやりとしっかりとした目的のある学習環境

を創造する 
・肯定的な関係性と行動戦略を発達させる 
(3) 学習者評価 
・学習を支え促進する指導過程の不可欠な一部としての

評価、記録、報告を行う 
(4) 専門職としての振り返りとコミュニケーション 
・専門的な文献、教育に関わる研究や政策を読み、批判的

スコットランドにおける言語教育と教員に求められる資質能力
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に関わる 
・省察的実践を行い、生涯を通じて専門職としての学びと

技術を発達・進展させる 
 技能と能力に関しても、上記のような CfE との関わり

（「一貫性、漸進性」）および「学習者のニーズと能力」や

「全ての学習者」への対応が触れられていることがわかる。 
 以上 GTCS 専門職スタンダードの中核である SR の枠

組みにおける基準を概観し、その特徴をいくつか挙げた。

やはり、EU に倣った言語教育の実践のためには、地域と

同様、地球的規模における、言語を中心とする多様性への

価値観（意識や態度）、知識理解、技能や能力が求められ

ることがわかる。また、CfE の主旨がそうであるように、

学習者の成長を長期に亘って見通す力量も必要であるこ

とも明らかである。 

４．言語のための枠組み（National Framework for 
Languages=NFfL） 

GTCS の SR は、教員養成にとって極めて重要で、各大

学の養成プログラムの認証もこれに基づいて行われる。し

かしながら、SR は上で見たように、スコットランドのす

べての教員にとって最低限必要な「一般的」な資質能力で

あり、言語教育に関するそれが具体的にそして詳細に示さ

れているわけではない。1＋2 アプローチという新たな言

語教育に対応できる教員の養成プログラムには、当然なが

ら、育成を目指すべき資質能力のための枠組みや支援策が

必要となるのである。そこで、まず 2015 年にスコットラ

ンド教育系大学学長評議会（Scottish Council of Deans of 
Education、以下 SCDE）に言語班（Language Group）
が組織された。SCDE は、スコットランド内で教員養成プ

ログラムを持つ大学の学長の運営会議組織であり、アバ

ディーン大学、ダンディー大学、エジンバラ大学、グラス

ゴー大学、ハイランズ・アイランズ大学、ストラスクライ

ド大学、西スコットランド大学で構成される。 
スコットランド政府の支援を受けながら、SCDE 言語班

は、教員養成に携わる構成大学を代表し、全ての言語の教

育のために、それを担当する教員の力量形成の方策を検討

した。全ての言語とは、現代言語 、EAL（付加的言語と

しての英語）、継承言語、アイルランドゲール語（Gaelic）、
スコットランドゲール語（Ga ̀idhlig）、英国手話（BSL）そ

して他の手話言語である。つまり、単に外交的、経済的に

重要な外国語の教育だけを考えるのではなく、あらゆる言

語話者、あらゆる言語状況に対応する言語教育を包括的に

捉えるということである。これは、欧州の 1+2 アプローチ

の理念をそのまま反映しているといえよう。このような理

念に基づき、言語教育を担当する教員のために彼らが開発

したものは次の３つである(Scottish Council of Deans of 
Education Language Group 2018)。 
・言語のための（国家的）枠組み（National Framework 

for Languages: Plurilingualism and Pluriliteracies、以

下 NFfL） 
・言語教育ポートフォリオ（Languages Education 

Academic Portfolio、以下 LEAP） 
・スコットランド言語教育ネットワーク（Languages 

Education Network Scotland、以下 LENS） 
この中で、教員養成プログラム開発に直接関わるのが

NFfL である。もちろんこれは、言語教育担当教員の養成

プログラムを考える際だけでなく、教員志望者や現職教員

が自己の言語観、言語教育観、言語意識や言語教育実践を

省察ないしは自己評価する際の枠組みとしても機能する

ものである。表 1 は、この枠組みを見やすくポスター形式

にまとめたものである（日本語訳は筆者）。これを見ると、

NFfL が SR の形式に沿って作られていることがわかる。

両者を合わせることで、教員として一般的に必要な資質能

力の各範疇で、1＋2 の言語教育では具体的にどのような

資質能力が求められるのかが確認できるのである。例えば、

SR の「社会的正義」は、NFfL においては「差違性の尊重

と促進」と副題が付けられ、言語教育に特化した次の 3 項

目が挙げられている。 
・子どもたちが日常生活で使う全ての言語及び彼らが学

習を望むすべての付加的な言語を尊重する 
・複言語識字主義と多文化主義を通じて複言語主義の発

展を促進する 
・個人が現在持っているまた新たに形成するアイデン

ティティにとって言語がどれほど重要であるかを理解

する 
 NFfL において注目すべき特徴は、第一に、欧州評議会

が掲げた複言語主義という理念および複言語能力という

新たな言語能力観に加え、さらに新しい複言語識字主義

（pluriliteracies）9)という概念まで含めている点である。 
これはすなわち、欧州評議会の最新の言語教育政策をス

コットランドにおいて基本的にそのまま推し進めるため

の枠組みといっても良い。社会における「言語的・文化的

多様性を認知し尊重し促進すること」、そして「複数言語

や識字の学習及び教授」が、複言語主義や複言語識字主義

のための欧州並びに地球的目標と融合するスコットラン

ドの国家政策や指針に沿うものである」とまで記されてい

ることからそれが明らかである。欧州評議会の CEFR（吉

島・大橋 2004）が言語教育に与えた影響が欧州だけにと

どまらず世界的規模に広がっていることを考えれば、「地

球的目標」も必ずしも大げさとは言えまい。 
また、第二の特徴として、SR の一部だけでなく全範疇

において言語教育の基準が加えられている点である。通常

教科領域に関わる資質能力であれば、例えば教育課程や教

授法理論の枠組みでのみ扱われることが多いようにも思

われるが、NFfL は教員の資質能力に包括的に関わるよう

設計されている。実際「複言語主義」は、学習者の背景言

語能力のとらえ方および外国語教育の目標や方法を一変

させてしまうほど大きな発想の転換を要求するものであ

るから、これもある意味妥当な方向性と考えられる。 
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に関わる 
・省察的実践を行い、生涯を通じて専門職としての学びと

技術を発達・進展させる 
 技能と能力に関しても、上記のような CfE との関わり

（「一貫性、漸進性」）および「学習者のニーズと能力」や

「全ての学習者」への対応が触れられていることがわかる。 
 以上 GTCS 専門職スタンダードの中核である SR の枠

組みにおける基準を概観し、その特徴をいくつか挙げた。

やはり、EU に倣った言語教育の実践のためには、地域と

同様、地球的規模における、言語を中心とする多様性への

価値観（意識や態度）、知識理解、技能や能力が求められ

ることがわかる。また、CfE の主旨がそうであるように、

学習者の成長を長期に亘って見通す力量も必要であるこ

とも明らかである。 

４．言語のための枠組み（National Framework for 
Languages=NFfL） 

GTCS の SR は、教員養成にとって極めて重要で、各大

学の養成プログラムの認証もこれに基づいて行われる。し

かしながら、SR は上で見たように、スコットランドのす

べての教員にとって最低限必要な「一般的」な資質能力で

あり、言語教育に関するそれが具体的にそして詳細に示さ

れているわけではない。1＋2 アプローチという新たな言

語教育に対応できる教員の養成プログラムには、当然なが

ら、育成を目指すべき資質能力のための枠組みや支援策が

必要となるのである。そこで、まず 2015 年にスコットラ

ンド教育系大学学長評議会（Scottish Council of Deans of 
Education、以下 SCDE）に言語班（Language Group）
が組織された。SCDE は、スコットランド内で教員養成プ

ログラムを持つ大学の学長の運営会議組織であり、アバ

ディーン大学、ダンディー大学、エジンバラ大学、グラス

ゴー大学、ハイランズ・アイランズ大学、ストラスクライ

ド大学、西スコットランド大学で構成される。 
スコットランド政府の支援を受けながら、SCDE 言語班

は、教員養成に携わる構成大学を代表し、全ての言語の教

育のために、それを担当する教員の力量形成の方策を検討

した。全ての言語とは、現代言語 、EAL（付加的言語と

しての英語）、継承言語、アイルランドゲール語（Gaelic）、
スコットランドゲール語（Ga ̀idhlig）、英国手話（BSL）そ

して他の手話言語である。つまり、単に外交的、経済的に

重要な外国語の教育だけを考えるのではなく、あらゆる言

語話者、あらゆる言語状況に対応する言語教育を包括的に

捉えるということである。これは、欧州の 1+2 アプローチ

の理念をそのまま反映しているといえよう。このような理

念に基づき、言語教育を担当する教員のために彼らが開発

したものは次の３つである(Scottish Council of Deans of 
Education Language Group 2018)。 
・言語のための（国家的）枠組み（National Framework 

for Languages: Plurilingualism and Pluriliteracies、以

下 NFfL） 
・言語教育ポートフォリオ（Languages Education 

Academic Portfolio、以下 LEAP） 
・スコットランド言語教育ネットワーク（Languages 

Education Network Scotland、以下 LENS） 
この中で、教員養成プログラム開発に直接関わるのが

NFfL である。もちろんこれは、言語教育担当教員の養成

プログラムを考える際だけでなく、教員志望者や現職教員

が自己の言語観、言語教育観、言語意識や言語教育実践を

省察ないしは自己評価する際の枠組みとしても機能する

ものである。表 1 は、この枠組みを見やすくポスター形式

にまとめたものである（日本語訳は筆者）。これを見ると、

NFfL が SR の形式に沿って作られていることがわかる。

両者を合わせることで、教員として一般的に必要な資質能

力の各範疇で、1＋2 の言語教育では具体的にどのような

資質能力が求められるのかが確認できるのである。例えば、

SR の「社会的正義」は、NFfL においては「差違性の尊重

と促進」と副題が付けられ、言語教育に特化した次の 3 項

目が挙げられている。 
・子どもたちが日常生活で使う全ての言語及び彼らが学

習を望むすべての付加的な言語を尊重する 
・複言語識字主義と多文化主義を通じて複言語主義の発

展を促進する 
・個人が現在持っているまた新たに形成するアイデン

ティティにとって言語がどれほど重要であるかを理解

する 
 NFfL において注目すべき特徴は、第一に、欧州評議会

が掲げた複言語主義という理念および複言語能力という

新たな言語能力観に加え、さらに新しい複言語識字主義

（pluriliteracies）9)という概念まで含めている点である。 
これはすなわち、欧州評議会の最新の言語教育政策をス

コットランドにおいて基本的にそのまま推し進めるため

の枠組みといっても良い。社会における「言語的・文化的

多様性を認知し尊重し促進すること」、そして「複数言語

や識字の学習及び教授」が、複言語主義や複言語識字主義

のための欧州並びに地球的目標と融合するスコットラン

ドの国家政策や指針に沿うものである」とまで記されてい

ることからそれが明らかである。欧州評議会の CEFR（吉

島・大橋 2004）が言語教育に与えた影響が欧州だけにと

どまらず世界的規模に広がっていることを考えれば、「地

球的目標」も必ずしも大げさとは言えまい。 
また、第二の特徴として、SR の一部だけでなく全範疇

において言語教育の基準が加えられている点である。通常

教科領域に関わる資質能力であれば、例えば教育課程や教

授法理論の枠組みでのみ扱われることが多いようにも思

われるが、NFfL は教員の資質能力に包括的に関わるよう

設計されている。実際「複言語主義」は、学習者の背景言

語能力のとらえ方および外国語教育の目標や方法を一変

させてしまうほど大きな発想の転換を要求するものであ

るから、これもある意味妥当な方向性と考えられる。 
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以上のような特徴を持つ NFfL は、SR のように認証評

価に使用されるわけではないため、教員養成系大学の養成

プログラムの内容や方法を「法的に」拘束するものではな

い。しかしながら、スコットランドで教員養成に関与する

すべての大学の代表からなるグループによって作られ、共

有されるものである。今後 1＋2 アプローチの言語教育が

進んでいく過程で、各大学あるいはその地域の学校におい

て、養成や研修の際のよりどころの一つとなっていくであ

ろう。 

５．スコットランドの言語教育政策と教員の資質能力基

準からの示唆（まとめにかえて） 

そもそも社会的・言語的・教育的文脈が全く異なる日本

において、スコットランドの 1＋2 アプローチやそれに対

応する教員養成・研修の導入を提案することは現実的でな

い。しかしながら、日本にも、アイヌ語や琉球諸語などの

継承言語、インクルーシブ教育の対象ともなる日本手話、

外国につながる住民が持つポルトガル語、中国語、フィリ

ピノ語、ベトナム語など多様な言語が存在している。これ

らの言語は学校教育においてどのように扱われるべきな

のであろうか。全体として少数言語使用者の比率が低いか

らという理由で、国語（日本語）と英語だけに重点が置か

れる学校言語教育の中で、その他の言語は無視されつづけ

るのであろうか。 
現在の出入国管理法改正案の審議状況等を考えても、今

後日本社会の言語的文化的多様性は広がることが予想さ

れるが、スコットランドの事例は、少なくとも行政が多様

性に対応せざるを得なくなる際には、言語教育政策や教員

の資質能力基準の一つの方向性を提供することになりう

る。その兆しは実は既に現れている。2016 年公布の「教

育公務員特例法等の一部を改正する法律」（文部科学省

2016）により、各都道府県教育委員会から次々と教員育成

指標が公表されているが、日本語指導が必要な外国籍児童

生徒在籍数が日本で最も多い愛知県の育成指標には「指導

力」の一範疇として「多様性への理解と教育支援」が入っ

ている（愛知県教育委員会 2018）。その範疇の採用時の基

準としては、「人権感覚をもつとともに、児童生徒の個

性を尊重し、個に応じた指導・支援をする必要性を認識

している」と「特別支援教育、外国人児童生徒教育など

特別な支援を必要とする児童生徒に対する教育の基礎的

な知識を身に付けている」の 2 項目が示されており、障が

いも外国籍等も広い意味でのインクルーシブ教育の対象

として認知されていることがわかる。 
ただし、教育政策や教員の資質能力を議論する際、現段

階では、例えば外国人児童生徒を「支援」の対象と見るこ

とが多いように思われる。「日本語指導が必要な児童生徒」

という表現自体もそれを示しているといえよう。確かに言

語的少数派の児童生徒に対してホスト言語である日本語

の指導を行うことは必須であるが、結果として彼らの家庭

言語や継承言語は排除あるいは無視されがちである。そこ

で、発想を変えて、彼らの持つ言語能力を「資源」として

教育に活用するという考え方はできないであろうか。ある

いは、継承言語や日本手話は継続的な学びの材料とならな

いであろうか。少なくとも、教員の資質能力基準の中に、

多様な言語や文化を同化や排除の対象としてでなく、教育

のために利用できる資源として捉える意識・知識・技能を

加えることは、現実的かつ可能であろう。これは、言語に

関する発想の転換という意味において、1＋2 アプローチ

言語政策や NFfL に通ずるものでもある。 
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注 

1） イングランドにおける管理職のための資格について

は、Department for Education（2017）参照。 
2） 図１は、Education Scotland (2018a) の保護者用の

ウェブページ中 Curriculum Levels から引用。

https://education.gov.scot/parentzone/learning-in-
scotland/Curriculum%20levels (参照日: 2018.8.4) 

3） https://www.scotlandscensus.gov.uk/ods-visualiser/ 
#view=languageChart&selectedWafers=0&selecte
dColumns=0,1,2,3,4,5&selectedRows=0,12,13,27
を参照(2018.11.8)。  

4） https://www2.gov.scot/Topics/ Statistics/Browse/ 
School-Education/dspupcensus/ dspupcensus17 (参
照日:2018.11.8)  

5） ダウン症、自閉症等の障がいなどでコミュニケー

ションが困難な人の口話を手話の動きや記号・図な

どで補う言語プログラムのこと。詳細は Makaton 
Charity のウェブサイト「Let’s talk Makaton」な

どを参照。https://www.makaton.org/ 
aboutMakaton/ (参照日：2018.11.8) 

6） 括弧内の数字は、回答の中に現れた回数である。 
7） ここでいう「トータルイマージョン」とは、全ての

教育活動が、目標言語であるゲール語によって行わ

れることを意味する。また「イマージョン」は、基

本的に指導上の言語はゲール語だが、例えば P4 で

での英語での読み書き、P5 からのフランス語または

スペイン語導入、他の教科での英語のテキスト使用

など、ゲール語以外の言語も含まれてくるというこ

とである。 
8） Bun-sgoil Taobh na Pàirce のウェブサイトにある

「学習・指導方針(Poileasaidh Ionnsachaidh agus 
Teagaisg)」http://taobhnapairce.co.uk/wp-
content/uploads/2018/04/Learning-and-Teaching-

 

 

Policy.pdf （参照日：2018.08.03）  
9） 「pluriliteracies」をここでは仮に「複言語識字主

義」と訳した。しかし、この概念は元々欧州評議会

の欧州現代言語センター(ECML)の CLIL（内容言語

統合型学習）に関する一プロジェクトの「pluri-
literacies approach」から来ており、「複言語識字能

力」の方が適切かもしれないし、単に複数の言語識

字能力よりも広い概念であるとも思われるが、「複言

語主義」との併置を考慮しこの訳語とした。 
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以上のような特徴を持つ NFfL は、SR のように認証評

価に使用されるわけではないため、教員養成系大学の養成

プログラムの内容や方法を「法的に」拘束するものではな

い。しかしながら、スコットランドで教員養成に関与する

すべての大学の代表からなるグループによって作られ、共

有されるものである。今後 1＋2 アプローチの言語教育が

進んでいく過程で、各大学あるいはその地域の学校におい

て、養成や研修の際のよりどころの一つとなっていくであ

ろう。 

５．スコットランドの言語教育政策と教員の資質能力基

準からの示唆（まとめにかえて） 

そもそも社会的・言語的・教育的文脈が全く異なる日本

において、スコットランドの 1＋2 アプローチやそれに対

応する教員養成・研修の導入を提案することは現実的でな

い。しかしながら、日本にも、アイヌ語や琉球諸語などの

継承言語、インクルーシブ教育の対象ともなる日本手話、

外国につながる住民が持つポルトガル語、中国語、フィリ

ピノ語、ベトナム語など多様な言語が存在している。これ

らの言語は学校教育においてどのように扱われるべきな

のであろうか。全体として少数言語使用者の比率が低いか

らという理由で、国語（日本語）と英語だけに重点が置か

れる学校言語教育の中で、その他の言語は無視されつづけ

るのであろうか。 
現在の出入国管理法改正案の審議状況等を考えても、今

後日本社会の言語的文化的多様性は広がることが予想さ

れるが、スコットランドの事例は、少なくとも行政が多様

性に対応せざるを得なくなる際には、言語教育政策や教員

の資質能力基準の一つの方向性を提供することになりう

る。その兆しは実は既に現れている。2016 年公布の「教

育公務員特例法等の一部を改正する法律」（文部科学省

2016）により、各都道府県教育委員会から次々と教員育成

指標が公表されているが、日本語指導が必要な外国籍児童

生徒在籍数が日本で最も多い愛知県の育成指標には「指導

力」の一範疇として「多様性への理解と教育支援」が入っ

ている（愛知県教育委員会 2018）。その範疇の採用時の基

準としては、「人権感覚をもつとともに、児童生徒の個

性を尊重し、個に応じた指導・支援をする必要性を認識

している」と「特別支援教育、外国人児童生徒教育など

特別な支援を必要とする児童生徒に対する教育の基礎的

な知識を身に付けている」の 2 項目が示されており、障が

いも外国籍等も広い意味でのインクルーシブ教育の対象

として認知されていることがわかる。 
ただし、教育政策や教員の資質能力を議論する際、現段

階では、例えば外国人児童生徒を「支援」の対象と見るこ

とが多いように思われる。「日本語指導が必要な児童生徒」

という表現自体もそれを示しているといえよう。確かに言

語的少数派の児童生徒に対してホスト言語である日本語

の指導を行うことは必須であるが、結果として彼らの家庭

言語や継承言語は排除あるいは無視されがちである。そこ

で、発想を変えて、彼らの持つ言語能力を「資源」として

教育に活用するという考え方はできないであろうか。ある

いは、継承言語や日本手話は継続的な学びの材料とならな

いであろうか。少なくとも、教員の資質能力基準の中に、

多様な言語や文化を同化や排除の対象としてでなく、教育

のために利用できる資源として捉える意識・知識・技能を

加えることは、現実的かつ可能であろう。これは、言語に

関する発想の転換という意味において、1＋2 アプローチ

言語政策や NFfL に通ずるものでもある。 
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注 

1） イングランドにおける管理職のための資格について

は、Department for Education（2017）参照。 
2） 図１は、Education Scotland (2018a) の保護者用の

ウェブページ中 Curriculum Levels から引用。

https://education.gov.scot/parentzone/learning-in-
scotland/Curriculum%20levels (参照日: 2018.8.4) 

3） https://www.scotlandscensus.gov.uk/ods-visualiser/ 
#view=languageChart&selectedWafers=0&selecte
dColumns=0,1,2,3,4,5&selectedRows=0,12,13,27
を参照(2018.11.8)。  

4） https://www2.gov.scot/Topics/ Statistics/Browse/ 
School-Education/dspupcensus/ dspupcensus17 (参
照日:2018.11.8)  

5） ダウン症、自閉症等の障がいなどでコミュニケー

ションが困難な人の口話を手話の動きや記号・図な

どで補う言語プログラムのこと。詳細は Makaton 
Charity のウェブサイト「Let’s talk Makaton」な

どを参照。https://www.makaton.org/ 
aboutMakaton/ (参照日：2018.11.8) 

6） 括弧内の数字は、回答の中に現れた回数である。 
7） ここでいう「トータルイマージョン」とは、全ての

教育活動が、目標言語であるゲール語によって行わ

れることを意味する。また「イマージョン」は、基

本的に指導上の言語はゲール語だが、例えば P4 で

での英語での読み書き、P5 からのフランス語または

スペイン語導入、他の教科での英語のテキスト使用

など、ゲール語以外の言語も含まれてくるというこ

とである。 
8） Bun-sgoil Taobh na Pàirce のウェブサイトにある

「学習・指導方針(Poileasaidh Ionnsachaidh agus 
Teagaisg)」http://taobhnapairce.co.uk/wp-
content/uploads/2018/04/Learning-and-Teaching-

 

 

Policy.pdf （参照日：2018.08.03）  
9） 「pluriliteracies」をここでは仮に「複言語識字主

義」と訳した。しかし、この概念は元々欧州評議会

の欧州現代言語センター(ECML)の CLIL（内容言語

統合型学習）に関する一プロジェクトの「pluri-
literacies approach」から来ており、「複言語識字能

力」の方が適切かもしれないし、単に複数の言語識

字能力よりも広い概念であるとも思われるが、「複言

語主義」との併置を考慮しこの訳語とした。 
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教員研修留学生と国内学生の協働を取り入れた言語学習の実践 

― 教員研修留学生プログラムにおける中学校交流の準備を例として ― 
 

和泉元 千春 
（奈良教育大学 教育連携講座（国際交流留学センター） 

 
An Analysis of A Practice in Japanese Language Learning for School Visit Program by Teacher Trainees and Home 

Students 
 

Chiharu IZUMIMOTO 
(Department of Educational Cooperation, Nara University of Education) 

 

 
要旨：大学院（修士課程）をもつ教員養成系大学では、諸外国の現職教員を招聘し日本の学校教育に関する研究を行うこ

とを目的とした文部科学省奨学金プログラム「教員研修留学生（以下、教研生）」を受け入れている。一方で教員養成大

学においては、留学生の交流事業への積極的な参加がグローバル化に対応しうる人材育成の方略の一つとして示されて

おり、教研生プログラムにおいても教員養成におけるグローバル人材育成に資する内容が求められるようになった。また

学校教育現場でも国際理解教育を目的とした留学生との交流への要望はますます高くなっている。つまり専門日本語教

育を取り巻く教員養成や学校教育との関係性の中で教研生の学習を捉えることが重要となっている。そこで本稿では、教

研生と国内学生が参加する学校での交流事業を専門日本語教育の中に位置づけ、特に準備過程に焦点を当て、そこでの学

びを社会文化的視点から捉えなおした。その結果、教研生が自身の教員としての知識や経験、他者（日本語教員・国内学

生等）の母語話者、専門家としての知識や経験を媒介手段として言語学習をすすめている点、教研生の学びが自発的に教

室外にも拡大している点、自身や他者の複言語能力を肯定的に媒介手段として使用したことによって「教室」という学習

環境への参加の枠組みに関する概念に変化が生まれている点が明らかとなった。 
 
キーワード：教員研修 teacher training education 

教員研修留学生プログラム MEXT-teacher training program 

学校交流 school visit,  
社会文化的アプローチ sociocultural approach 

 

１．はじめに 

昨今のグローバル化への対応の流れの中で、教員養成大学

においても「グローバル化に対応した人材育成が求められる

中、教員自身もグローバルなものの見方や考え方を身につけ

る必要がある（文部科学省 2012）」との認識から、その方略

として留学生の交流事業への積極的な参加が挙げられてい

る。一方、グローバル化に係る大学の地域貢献の一環として、

地域への留学生の派遣に対する期待もますます高まってい

る。つまり教員養成や学校教育の関係性の中で教員研修留学

生（以下、教研生）の専門日本語教育を考える必要性がある

と言える。そこで本稿では、教研生と国内学生が参加する学

校との交流事業を教研生対象の専門日本語教育の中に位置

づけ、特に交流準備の過程に焦点を当て、そこでの学びを社

会文化的視点から捉えなおすこととする。 
 
 
 
 

２．教研生プログラムと教員養成の課題 

２．１．教研生プログラムの概要 
教研生プログラムとは、1980 年に創設された日本政府（文

科省）の奨学金プログラムで、諸外国の初等、中等教育機関及

び教員養成学校（大学を除く）において 5 年以上の教職経験

をもつ35歳以下の現職教員を対象に日本の学校教育の研究を

行うことを目的に、大学等で学校教育および日本語日本文化

に関する 1 年半の研修を行うものである。専門研修は英語等

での指導も想定されているため申請時に日本語未習あるいは

入門レベルの者も多く、開始時 6 ヶ月の日本語研修機関での

集中研修を経て専門教育に入る場合が多い。受け入れ体制や

研修内容は各大学によって異なっているものの、現職教員と

してのニーズやレディネス、日本語レベルを踏まえたプログ

ラムがデザインされている 1）。その傾向は以下の2点である。

①日本語・日本文化関連の科目は受講の要否が指導教員、及び

本人の意向による場合が多い。受講する場合は全学共通の科

目（学習旅行や伝統文化体験を含む）の参加がほとんどである。

②教育機関等の見学機会や小中学校での国際理解教育や地域
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